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１．はじめに

本研究では，美術館とリノベーションについて，美術館の周辺地域への影響を中心に考察すること

を目的とする。そのさい，美術館の公共性の保障や美術館建築の開放性についても視野に入れるが，

博物館（美術館）での居心地の悪さに関して，「多くの以前の博物館（美術館）は宮殿のようにデザ

インされ，‘人々の宮殿’となるように意図されていたかもしれないが，実際は，たやすく人々にエリー

トを連想させる」（１）ことが述べられているように，美術館建築の在り方と美術館への近づきやすさは

深く関わっていると言える。そのため，美術館の公共性を保障するうえでも，様々な人々が訪れやす

く，人々や社会に開かれた活動を可能にするような美術館建築の開放性が重要であると考える。

そのため，「宮殿」のような在り方ではない美術館建築を考える一つの視点として，既存の建築物

をリノベーションし，美術館として活用している事例に着目する。特に，イギリスのテート・モダン

（Tate Modern），イタリアのプンタ・デラ・ドガーナ（Punta della Dogana），富山県の入善町下山芸

術の森発電所美術館（以下，発電所美術館）等を事例に取り上げる。テート・モダンに関しては，「近

年オープンしたヨーロッパの美術館の中で，集客という点において最も成功したものの一つ」（２）とさ

れたり，「ロンドンの貧困地帯サザクの活性化に劇的効果を上げた」（３）とされたりしているが，既存

の建築物をリノベーションして美術館建築として再活用するだけでなく，テーマごとに分けて展示す

るという特徴も持っており（４），重要な事例であると考える。また，イタリアでは文化財と景観財の

総称である文化遺産の保護が行われており（５），プンタ・デラ・ドガーナのあるヴェネツィアは，古

い地区では建て替えはできず，「歴史的な都市を保存する考え方が確立した」とされる（６）。そのため，

リノベーションについて考察するさいにも，美術館と周辺地域の関係性を捉えるうえで注目に値する

と考える。そして，発電所美術館に関しては，日本でのリノベーションについて考えるさいの一つの

手がかりとして取り上げる。

さらに，本研究では，リノベーションされた美術館建築が周辺地域にもたらす影響として，三つの

観点から考察することとする。

第 1に，リノベーションされた美術館と既存の建築物が保有する歴史性との関係に着目する。それ

は，美術館として再活用される建築物は，美術館として開館する以前から地域に存在しており，当時

の役割や機能は，地域の人々の記憶や歴史の中に息づいている側面があるため，周辺地域に対する影

早稲田大学大学院教育学研究科紀要　別冊　19号―１　2011年９月

美術館とリノベーション
―周辺地域への影響を中心に―

藤　澤　まどか



14 美術館とリノベーション（藤澤）

響力は看過できないからである。

第 2に，美術館とリノベーションに関して，特に，美術館以外の用途で使用されていた建築物を美

術館として再活用するというコンバージョン（用途変更・転用）（７）に注目する。前述のように，既存

の建築物が持っていた役割や機能を記憶や歴史として残しつつも，美術館に特有の役割や機能が加え

られることで，美術館への入りにくさ・閉鎖性を緩和することに結び付くのではないかと考える。

第 3に，美術館としてのリノベーションと地域再生との関わりである。特に，美術館としての再

活用によって新旧の要素が混ざり合うことになるが，美術館の周辺地域に視野を広げて考えた場合に

も，既存の建築物が美術館に転用されることによって，地域を再生する要素が入り込むのではないか

と考える。しかしながら，第 1の観点でも述べたように，既存の建築物の歴史性も存在していること

を踏まえると，新旧両方の要素が混ざり合うことによる作用に注目する。

このような観点から，美術館とリノベーションについて，周辺地域への影響を中心に考察していき

たい。

２．リノベーションの定義

上記の観点から考察する前提として，リノベーションの定義について整理するが，そのさいに，建

築の分野での定義を参考にする。特に，リノベーション（renovation）については，「①既存の建物を

建て替えることなく大規模な改修工事を施すことで，用途や機能を変更し，性能向上を図り，建築の

価値を高めること。外壁の補修，建具や窓枠の取り替え，間取りの変更，給排水設備・冷暖房換気設

備の更新をはじめ，耐震性・防火性の強化，省エネルギー化，IT化などが含まれる。②都市開発の

分野では，リニューアルと同じ意味で使われる」（８）とされる。そのため，コンバージョン（conversion）

とも密接に関わっていると考えられるが，コンバージョンについては，「既存建物の用途を転換し，

再生，利用すること」（９）とされる。

そのため，リノベーションに関しては，建築物のハードとソフトの両面を含むものであり，コン

バージョンは，「転用」や「用途変更」という機能の変化を重視したものであると理解できる（10）。ま

た，松村秀一は，日本でコンバージョン事例が目立たなかった理由として，建築物の寿命が短いこと

を挙げ，「需要の構造が変わると，それに合わなくなった建築物を簡単に取壊し，新たな用途の建築

物に建替えてきた」ことを指摘する（11）。ここでの建築物の寿命の短さとは，日本の建築物の仕様が

貧しくて老朽化が速く進むことを意味するのではなく，「建築物の取壊しの理由を調べた複数の調査

結果が物語っているのは，むしろ日本の多くの建築物が，その物理的な耐用年数を全うすることなく，

主として機能上の原因や経済的な理由で取壊されている」ことから生じている（12）。そのため，リノ

ベーションやコンバージョンという手法を採ることで，建築物を使用できる期間を延ばすことができ

るようになると言える。したがって，「スクラップ・アンド・ビルド」から「キープ・アンド・チェ

ンジ」へと移行することにもなり（13），建築物の機能を更新させながら，歴史性を有効に活用したり，

新たな役割を建築物とともに見出したりすることを可能にさせると考える。
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３．リノベーションされた美術館建築の周辺地域への影響

（1）美術館と既存の建築物の歴史性

上記のことを踏まえて，美術館と既存の建築物の歴史性の関わりについて考察する。既存の建築物

は，以前から地域の中でランドマークとして位置付けられている場合もあるが，リノベーションは

「すでにあるものを微細に観察すること，すなわち『注視』から出発する態度である」（14）とされるよ

うに，地域の文化や歴史，様々な価値を再確認することにもつながっていると言える。

例えば，テート・モダン【写真 1】は，1947年に建設された火力発電所（15）をリノベーションし，

2000年にヘルツォーク &ド・ムーロン（Herzog & de Meuron）の設計によって美術館として開館し

た（16）。テート・モダンは現在もその一部が発電所として使用されているが（17），「この建物が発電所

であったことを全然隠していない」（18）と指摘されるように，タービン・ホールや中央の煙突といった

以前の建築物の要素を活かしてリノベーションが行われている。そのため，「宮殿」のような美術館

というよりは，発電所としてまちの中に溶け込んでいる側面が強調され，その様子が周辺地域の人々

の記憶と重なったり，様々な人々の美術館のイメージへと引き継がれたりすると言える。

また，テート・モダンは，テムズ川を挟んで対岸にあるセント・ポール大聖堂（St. Paul’s 

Cathedral）（19）と対面しており，新旧のランドマークとして相互に意識できる位置にあることから，建

築物を通してまちの歴史が継続する様子を体現する側面もある。

次に，プンタ・デラ・ドガーナ【写真 2】に関しては，安藤忠雄建築研究所（Tadao Ando Architect 

& Associates）によってリノベーションの設計が行われたが，以前は 15世紀から使用されていた海

の税関（Dogana di Mare / Dogana da Mar）として機能しており，17世紀にジュゼッペ・ベノーニ

（Giuseppe Benoni）によって改築され，その後も様々な変形と修復の作業を経ている（20）。そこで，「①

度重なる改造で見えにくくなっていた，建設当初の建物の姿を取り戻すこと（＝建物に刻まれた歴史

を掘り起こすこと）」，「②①の上で，その旧さと拮抗するような現代性を感じさせる空間を建物の内

写真 1　Tate Modern（撮影：筆者） 写真 2　Punta della Dogana（撮影：筆者）
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に内包させること（＝場所を活性化させるような新旧の対話をつくりだすこと）」が計画のテーマで

あった（21）。そのため，海の税関としての機能から美術館としての機能へと変更されつつも，以前の

建築物の歴史を感じられる構成になっていた。その結果，作品鑑賞のさいにも，新築の建築物やホワ

イト・キューブの展示室とは異なった展示空間を形成することとなり，以前から使用されていた煉瓦

や木材等の素材を活かしながら，作品鑑賞と建築物の歴史性が結び付く側面が見出せる。

この背景には，イタリアの文化財と景観財の総称である文化遺産の保護に対する姿勢が関わってい

ると考えられるが，「イタリアの歴史的都市が大規模な都心再開発をさけ，歴史的建造物の保全的活

用を政策的に選択してきたことは，都心への資本回帰を妨げることなく，むしろ歴史的都心部の資産

価値を高める方向に作用した」（22）とされるように，建築物が保有する歴史性を積極的に認める方向が

読み取れる。つまり，プンタ・デラ・ドガーナに関しても，美術館として活用される以前の建築物の

歴史的な価値を継承するとともに，リノベーションによって取り入れられた建築的な素材（23）や展示

される現代アート（24）といった新たな要素を含みながら，美術館建築の歴史性と美術館活動とがつな

がっていることが理解できる。

また，発電所美術館【写真 3】に関しても，

1926年に建設された水力発電所を活用し（25），

1995年に三四五建築研究所の設計によって美

術館として開館した（26）。美術館以外の建築物

を活用している点で，テート・モダンやプン

タ・デラ・ドガーナと同様の事例であるが，

同美術館の内部は，タービンや機械類に加え

て，壁には導水管の穴が二つ残されている（27）。

つまり，産業遺産としての価値に加え，黒部

川扇状地の歴史を伝え，当時の趣を残す建築

物は，建築物自体が歴史的価値を持つ資料と

して位置付けられるため（28），周辺地域の歴史や関係性を改めて考える契機にもなる。

このようなことから，上記 3館の美術館としてのリノベーションには，建築物の歴史性を踏まえた

新旧両方の価値を認める姿勢が読み取れ，継承と創造の双方の作用が見出せる。さらに，美術館とし

てのリノベーションの過程には，地域の特性や独自性の再発見とその特性や独自性を明確にするプロ

セスが含まれていると考えられる。

（2）美術館へのコンバージョン

次に，既存の建築物が美術館としてコンバージョンされることに注目する。例えば，プンタ・デ

ラ・ドガーナの場合，「すぐれたアートには建築とコラボレートして，場所を活性化させる力がある」

ため，「展示される現代アートとリノベーションした建物の刺激的な対話を期待し，いかにして歴史

写真 3　入善町下山芸術の森発電所美術館
（撮影：筆者）
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ある建物のゆえの特質を顕在化出来るかというところに腐心」し，「その意図のもと，既存のトップ

ライトや海を臨む窓など，必ずしも美術館建築のセオリーに合致しない要素でも，積極的に展示空間

を構成する要素として生かすように」されている（29）。同様に，テート･モダンに関しては，タービン・

ホールや煙突といった要素があり，発電所美術館に関しても，タービンや機械類や導水管といった要

素があるが，美術館に必ずしも必要とされない要素を取り入れている。

そのため，美術館以外の目的で建てられた建築物を使用することによって，美術館活動や美術館建

築の機能等とのズレや差異が生じるが，このようなズレや差異によって，美術館の閉鎖性を緩和し，

開放的な空間を構成することができるのではないかと考える。つまり，美術館への入りにくさを軽減

するきっかけを含むとも言えるが（30），当該地域の日常的な風景を構成していた建築物を美術館に転

用したことによって，美術館や作品（アート）が日常生活から乖離して存在するのではないことを強

調する効果があると考えられる。これに加えて，美術館としてのコンバージョンによる建築物の機能

の変化に伴って，建築物の意味も変容し，様々な人々が利用できるような場所として蘇ったことを示

す側面もある。このようなことから，美術館建築の開放性が創出し，人々が美術館に対して親近感を

持つ契機になると言える。

また，松村秀一は，コンバージョンの社会的な意義として，「ストックの有効活用」，「都市再生の

方法」，「新しい形の住宅供給」の三つの側面を挙げており，特に，「都市再生の方法」の観点につい

ては，「コンバージョンは一棟一棟の既存建築物を対象としてはいるが，その行為がある地域の中で

面的に展開されていくことになれば，やはり新しい時代の要請に相応しい形で都市を再生することに

つながる」だけでなく，「既存の都市の組織を引き継ぐ形で地域環境の再生が進められる可能性があ

る」とする（31）。そのため，コンバージョンという建築物の機能の変化を，継承というかたちで取り

入れることで，周辺地域との関係構築の契機となって，周辺地域との関係の中でコンバージョンを捉

えることを可能にさせる。

（3）美術館としてのリノベーションと地域再生

そして，美術館としてのリノベーションによって，美術館や作品（アート）といった新しい要素

が入り込むことになり，従来の人の流れとは違う流れが生み出されて，まちの様子や機能が変化する

側面がある（32）。例えば，テート・モダンが開館する以前から，後にテート・モダンとなる「新しい

近現代美術のテート・ギャラリーは，世界の中心地として都市の地位を高め，文化的・社会的・経

済的な利益を何百万の人々にもたらす，ロンドンの中心にある刺激的な新しいランドマークとなるだ

ろう」（33）とその役割を期待されていた。つまり，美術館としてのリノベーションによって，様々な効

果を生み出し，周辺地域を変容させる側面に着目していたと言える（34）。さらに，プンタ・デラ・ド

ガーナに関しても，エミリオ＆アンナビアンカ・ヴェドヴァ財団（Fondazione Emilio e Annabianca 

Vedova）の塩倉庫（Magazzini del Sale）とストゥディオ・ヴェドヴァ（Studio Vedova），ペギー・グッ

ゲンハイム・コレクション（Peggy Guggenheim Collection）等が近くにあり，対岸のサン・マルコ
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広場やサン・マルコ寺院に代表される歴史的建造物とのつながりを保持しつつも，近現代美術を取り

入れた地域を形成している（35）。また，カナル・グランデ（Canal Grande）対岸で近隣に位置するフ

ランソワ・ピノー財団のパラッツォ・グラッシ（Palazzo Grassi）との関係は看過できず，「海上のアー

トネットワークが生まれることが，都市にとって重要」（36）と考えられていた。

つまり，「3．（2）美術館へのコンバージョン」でも述べたが，地域全体を視野に入れることで，地

域再生がスムーズに行われる基礎になると考える。それは，美術館が単体で活動することでは得られ

ないような魅力の創出に関わるからである。

４．美術館のサイトスペシフィックな性質の顕示

以上のことから，美術館とリノベーションについて考えるさいには，美術館自体の“サイトスペシ

フィック”（site-specific）（37）な性質を強調する側面があることに留意する必要があろう。特に，サイ

トスペシフィックという用語は，美術館に展示されている作品の性質に対して使用されることが多い

と思われるが，来館者が作品鑑賞を行う空間を形成する建築物に関しても同様に当てはまる性質であ

ると考える。そのため，美術館自体の特徴を形成するものであり，その特徴の中には，美術館と周辺

地域との関係も少なからず含まれていると言える。もちろん，新しく建設された美術館に関しても，

このような性質を保持している場合があるが，美術館建築の中に地域の記憶や歴史性が含まれたり，

新旧両方の要素による相互作用が生まれたりするのは，リノベーションされた建築物だからこそ生じ

る効果であると考えられる。

例えば，プンタ・デラ・ドガーナのリノベーションによる建築物の特徴点として，「特に外観につ

いては，長年受け継がれてきた都市の風景の保存ということを大切に考え，建設後の建物に刻まれた

時間をも一緒に残すよう考え」（38）たことが挙げられる。さらに，「かつて『海の税関』としてあった

建物の記憶を呼び覚まし，同時に建物に刻まれた都市の記憶を丁寧にひろいあげた上で，建物の内部

中央の，後の改造による二列分を一室としたスペースについては，例外的にそのままの形に留め，さ

らにその内にコンクリートボックスを挿入して新たな空間を創り出」し，「建物の中心に仕掛けられ

た新旧の対話が，建築に刻まれてきた時間を，現代，未来へと結びつける原動力となることを期待」

したことがある（39）。そのため，プンタ・デラ・ドガーナ自体が内包する新旧の要素に加えて，ヴェ

ネツィアの風景とプンタ・デラ・ドガーナのリノベーションによる新旧両方の要素も，現地でしか体

験することができないと言える。また，プンタ・デラ・ドガーナの展示室に設けられている窓や扉か

ら周囲を取り巻く海やヴェネツィアのまちを眺めることができるため，絶えず周辺環境・周辺地域を

意識することになる。

つまり，美術館のサイトスペシフィックな性質は，美術館建築のみによってもたらされる効果では

なく，美術館を取り巻くまちの様子や周辺環境・周辺地域の特徴とともに形成されると言える。特に，

テート・モダンに関しては，2000年に完成したミレニアム・ブリッジ（Millennium Bridge）（40）やセ

ント・ポール大聖堂といった新旧の要素を目にすることができたり，発電所美術館での展示作品に関
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しては，基本的に現地制作が多く，空間に合わせた作品が設置されているため，同美術館でしか見ら

れない展示が行われたりしている（41）。

そのため，サイトスペシフィックな性質は，人々を美術館に引き付ける魅力を生み出すことに加え，

当該美術館の特性やオリジナリティを確立する要素になると言える。さらに，サイトスペシフィック

な性質が強調された美術館は，美術館の周辺地域に対してもその地域の特性やオリジナリティを明確

にする契機を含むと考えられる。したがって，美術館のサイトスペシフィックな性質は，美術館を周

辺環境・周辺地域との関係性の中で捉える視点を明示する側面がある。

５．おわりに

以上のことから，美術館とリノベーションについて，周辺地域への影響を中心に考察すると，以下

の 2点が重要であると考えられる。

第1に，リノベーションを行うことで，既存の建築物に含まれる歴史性を活かしたり，コンバージョ

ンによって，美術館以外の目的で建てられた建築物から生じる美術館活動や美術館建築の機能等との

ズレや差異を含んだりするため，美術館建築の開放性の創出に寄与する側面が見出せる。特に，美術

館周辺の地域住民にとっては，日常生活の中に溶け込んだ建築物を利用することになるため，美術館

に特有の閉鎖性を減少させ，親しみを持って美術館を捉える契機となる。さらに，美術館以外の建築

物を活用することで，異分野とのコラボレーションの可能性を示唆するとともに，あまり美術や美術

館に興味のない人々にも美術館を訪れやすく感じさせる契機が含まれていると言える。このようなこ

とから，美術館建築の開放性が生まれ，美術館の公共性の保障にも寄与すると考えられる。

第 2に，美術館としてのリノベーションによって，サイトスペシフィックな性質が強調されること

が挙げられる。このような性質は，以前の建築物が保有する歴史性と関わるだけでなく，美術館と周

辺環境・周辺地域との関係性の上に成立するものであると言える。つまり，リノベーションを通して

美術館と周辺環境・周辺地域の関係性を再考したり，美術館の周辺地域の住民や周辺環境とのネット

ワークの形成に関わる視点を明示したりする作用が含まれると考えられる。また，リノベーションを

行うことによって，新たな人の流れを形成し，地域再生に寄与する側面も見出せる。

このようなことから，美術館とリノベーションについて，周辺地域への影響を中心にすると，美術

館建築の開放性の創出に寄与するだけでなく，周辺環境・周辺地域との関係構築にも密接に関わって

いる。そのため，美術館建築という限定された問題ではなく，様々な関係性を含み，歴史性の観点か

らも，公共性の保障と関わる事柄であると考える。
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